
6.2 造成地 

 

長岡市高町における宅地造成地では地震によって造

成地の周縁部が被災した．地震発生直後から電気・

ガス・水道などのライフライン施設をはじめ，道路

などの社会基盤施設が機能しない状況になり，住民

は避難所での生活を強いられた．造成地周縁部に被

害が大きいが，幸い道路として利用されていたこと

から宅地が直接斜面崩壊に巻き込まれる事例はなか

った．しかし，周縁部をはじめとして地盤に亀裂が

生じたり，地盤が沈下・側方移動したために住宅が

大きな被害を受けた．個人住宅や宅地造成地では今

なお復旧の目処が立たず，大きな社会問題となって

いる． 

 

（1）造成地の概要 

高町地区は長岡市の東に位置しており，東山丘陵の

一角にある．図6.2.1に示すようにひょうたん型の

高台の地形である．原地盤も同様の形状を成してお

り，標高の高い地盤の切土により谷筋および周縁部

の盛土を実施した．盛土には概略高さ5m，基礎幅1m

のコンクリートもたれ式擁壁により，のり面対策が

行われている． 

 

地質は上部より御山層の盛土区間があり，その下に

御山層の原地盤，魚沼層，西山層の構成である．御

山層は段丘であり，砂およびシルトから構成される．

盛土は御山層の切土試料であることから，砂質粘土

図6.2.1 高町団地の平面図と被害状況 
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図6.2.2 高町団地・斜面崩壊A 



または粘土質砂によって構成されている．粘土分が

含有されることから飽和すると泥濘化する性質があ

る． 

 

（2）被害の特徴 

高町地区の周縁部は場所によって範囲が異なるが，

概ね盛土が施工されている．盛土上には周回道路が

設置されており，地震により著しく損壊した．被害

状況は図6.2.1に示している．周回道路を中心に調

査したために，造成地内部については被害が記され

ていないが，亀裂や側方変位は各所で生じている． 

図6.2.2は図6.2.1に示した崩壊地点 A の斜面崩壊状

況である．上部道路にて延長約50m にわたりのり面

が崩壊した．上部にあったと推定されるもたれ式擁

壁は斜面中央付近まで移動しており，一部はほぼ下

端にまで到達していた．図6.2.3は崩壊地の上部の

状況である。すべり面の滑落崖は住宅地に達してお

り，家屋の基礎が破壊されている．段差は3m ほど

生じている．写真には家屋基礎の保護のために応急

処置の土嚢による擁壁が設置されている． 

 

図6.2.1から分かるように，崩壊地点は谷筋に当た

る．簡易計測の結果による斜面崩壊の平面図を図

6.2.4に示した．当該地点の旧地形を図6.2.5に示す．

旧地形から切盛りの境界線について推定線を図中に

示した．両図より崩壊地点は原地盤の比較的深い谷

筋に当たり，周囲に較べて盛土高さが高く，且つ集

水地形となっていたことが分かる．斜面崩壊はほぼ

盛土部分を中心に生じている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6.2.3 高町団地・斜面崩壊Aの上部滑落崖 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6.2.3 崩壊地点Aの平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6.2.4 崩壊地点Aの旧地形と破壊状況 

 

図6.2.5は崩壊地点 B の斜面崩壊状況である．上部

道路にて延長約40m にわたって崩壊した．崩壊地点

A と同様にやや谷地形を形成しているが，崩壊地点

A と比較すると旧地形の谷は深くない．むしろ，崩

壊地点 B は図6.2.1の平面図から分かるように盛土

の角部に当たることから，地震動が盛土の線形部よ

り増幅した可能性がある．この視点から図6.2.1の

崩壊地点を見直すと崩壊各地点は造成地盛土の角部

およびその周辺に当たる事例が多く，地震動の3次

元的な作用が影響した可能性が指摘される． 

 

図6.2.6は崩壊地点 C における破壊状況である．地

形的には谷筋に当たり，やや盛土高さは高く集水地

形である．斜面上部にあったもたれ式擁壁は土砂と

ともに押し出されて斜面中央付近まで移動した（図

6.2.7）．擁壁は転倒せずに運ばれており，擁壁支
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持地盤がすべり破壊を起こした可能性が高い．他の

崩壊地点でも同様の擁壁移動状況が確認された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6.2.6 崩壊地点Cの破壊状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6.2.7 崩壊地点Cでのもたれ式擁壁の移動 

 

 

図6.2.1の造成地平面図にて北西部に一部擁壁にア

ンカーと思われる補強が実施されている（図

6.2.8）．住民によると，以前に変状が見られたた

めに補強が行われたとのことである．地震による変

状は外観からは観察されなかった．しかし，盛土上

部には亀裂や沈下が顕著に観察され，一部宅地にま

で被害が及んでいる．旧地形から読み取ると谷地形

であることから考えて，無補強の場合には斜面が大

きく崩壊した可能性が極めて高い． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6.2.8 もたれ式擁壁：アンカーと思われる補強が行わ

れている． 

 

図6.2.9は崩壊地点 E における斜面の崩壊状況であ

る．急傾斜上に一部盛土を行ったと考えられ，盛土

部を中心に崩壊したと推定される．崩壊土砂は急傾

図6.2.5 高町団地・崩壊地点B 



斜地を落下したが，危うく送電用鉄塔の横をすり抜

けた．崩壊位置が少しずれると直撃した可能性があ

り，計画上の課題を残した． 

 

図6.2.9 高町団地・崩壊地点E 
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